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固溶体に於る原子ならびに磁気短範囲規則度

名大 工 安 達 健 五

磁気的固溶体においては,原子配列相互作用 V(RiJ)と交換相互作用 J(Rij)のも

とに,原子ならびに磁気短範囲規則度が形成 され互に相関をもつものと考えられる｡両

規則度は,

a(Rii)ニ ト (拷 /x),

7n(Rii)=<Si･Sj>/(S(S+･-L))

(原子 ) (1)

(磁気 ) (2)

のように与えられるOここで幻まAの組成,増 は i点にB原子がいるとき,j点にお

けるAの存在確率であるO また Siは i点におけるスピンベク トルであるO

αijはX線や粒子線の散漫散乱の強度分布から得 られるoClapp-Massは,平均場近似

のもとにdiJとViJの間の関係を求め,観測 された強度分布からvijを求めたO これに

従って具体的な例 として fcc不規則Au4Mn合金の結果を示す｡dijとViiからの強度

分布の再現性は,前者ではよいが後者では悪い｡

この方法を同じ近似のもとに磁気の場合に拡張した｡対応する式はつぎのようになる｡

m(K)-C'lll(TN/T )(I(K)/J(a)]ll

I(Rij )-C′′I,z dK 〔-(K)〕~1exp(+2wiKRij)

7n(K)-∑ 7n(Rii)exp(-27riKLliJ)
i≠j

I(K)-∑ I(Rii)exp(-27=iLm iJ)
i≠ j
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観測強度 (5)

(6)

ここで
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で,Gは逆格子点ベク トルで,ネール点払 TN-2J(G)S(S+1)/(3kB)で与え

られる｡なお(4)の積分は第 1ブ リルアンゾーンの中で行 う｡この結果を用いて fcc反強

磁性合金 coMnのTN以上における散漫散乱 (中性子回折 )から7niiとJiJを求めたO

最後に,二三の問題点をとりあげたo④ vijや Jiiをより正しく評価するために払 平

均場 より高い統計近似が必要であるO④磁気散乱においては,Sz成分のみ (Ising模型 )

でなくⅩ-, y-成分の効果 も加味する必要がある｡④磁性合金においては,両効果の相

関についての表現式が必要 となろう｡

競合する異方性をもつ磁性混晶

東北大 工 応物 猪苗代 盛

容易軸の異なる反強磁性体 NiCeZ･6H20とCoCeZ･6H20の混晶において,磁気

構造がどうなるかという問題は,ランダム系における競合する相互作用の一つの典型的

な問題であるO竹田,松浦,長谷田のNixCol_x･6H20に関する実験1)でrNの濃度

依存性に異常があることが指摘 された｡松原 (史 )と筆者は平均場理論で,単純化

された異方性混晶を取扱い,中間の濃度領域で HobliqueantiferromagnetH(OAF)相が

あらわれることを示 した2)O-方renormalizationtheoryの方から,oicriticalpoint,tetrac-

riticalpointでは相境界が按線的に特異点で会合するという結果が出されている3)0Aha-

rony& Fishman4)は,磁性混晶では事情が異なることを主張 し,特に異方性磁気混晶の

場合に,次のHamiltonian

gニー∑ tJilSi･SJ+Dii〔TnPsiJ･Sii+7n盲1S2i･S2i〕)<ij>
(β ii>0とく 0が randomに分布 )

から出発 し,温度一濃度平面における相境界が単に直線的に交差するという結果をえて

いる｡renormalizationtheoryのテス トとして, tetracriticalpoint付近の相境界の形が,

実験的にも,シミュレーションとしてもその検証が非常に興味がもたれている4)｡ Rare
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